
県電だより
に　 い　 が　 た

平成24年10月 第190号

新潟県電気工事工業組合

親子で夏休み自由研究
新潟支部主催　平成24年８月21日　電気工事会館　開催

【コメント】
　電気使用安全運動の期間中、『夏休み自由研究』「リモコン・ロボッ
トを作ろう！」と称して、小学生の親子を対象に電気使用の安全に
関する啓蒙を実施致しました。
　工作が始まるまで焦らされていた小学生は、真剣さと元気を十分
に体現する事が出来ました。この行事は回を重ね、兄姉の参加か
ら、弟妹の参加へとリレーされている家族もあります。
※記事は、本誌内をご覧下さい。
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　当工組では８月の電気使用安全月間運動の展

開として、７月18日に平成24年度の電気使用安

全啓発キャラバンの重点地域である上越支部管

内で、県本部から品田副理事長、齊藤技術委員

長、上越支部から本山支部長、山本副支部長、

清水副支部長、竹内技術副委員長、小野崎理

事、事務局３名の総勢10名でキャラバン隊を編

成して電気の安全使用の啓発活動を展開した。

　市町村では糸魚川市の本間副市長、妙高市の

市川副市長、上越市の野口副市長、そして、協

賛いただいている東北電力㈱では糸魚川営業所

に中野所長、上越営業所に荒川所長を訪問し、

それぞれ趣意書を手渡し、本月間運動について

協力を要請した。

　また、上越支部管内で約１万５千枚の漏電遮

断器取付推進運動のチラシを地元新聞などに折

り込んで、電気事故の未然防止を呼びかけるな

ど多彩な行事を実施した。

　７月30日には小林理事長、小島副理事長、吉

田副理事長、品田副理事長、齊藤技術委員長等

で、新潟県庁に森副知事、東北電力㈱新潟支店

に大山支店長、NHK新潟放送局に西原局長を訪

問して、それぞれ趣意書を手渡し、電気使用安

全月間運動について理解と協力を要請した。

　また、各支部でも支部独自の企画のもと「一

般家庭を主軸にした活動」を全面的に展開し、

PRリーフレット、チラシ、ウチワ等を一般需

要家に配布し、電気の安全使用についてのPR

につとめた。

　また、昨年度に引続いて節電・省エネを呼び

かけるチラシを作成し、本部・支部のキャラバ

ン隊訪問先に配布して推進に努めた。

 電気安全啓発キャラバン隊、今年は上越支部管内を重点巡回 

 各支部でも一般家庭を主軸に電気使用安全啓発活動を展開！ 

　本年も８月１日から31日までの１ヶ月間、「電気使用安全月間（経済産業省主唱）」が全

国で一斉に実施された。
　本運動も本年で32年目を迎え、当工組では電気安全啓発キャラバン隊を編成して、県庁・
東北電力㈱新潟支店・NHK新潟放送局等を訪問したほか、本年度の重点地域である上越支部

管内をきめ細かく巡回して、地域社会に視点をおいた電気使用安全に関する啓発並びにＰＲ

を行った。

糸魚川市　本間副市長に趣意書を手交 東北電力㈱糸魚川営業所　中野所長に趣意書を手交
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NHK新潟放送局　西原局長に趣意書を手交 東北電力㈱新潟支店　大山支店長に趣意書を手交

新潟県　森副知事に趣意書を手交

東北電力㈱上越営業所　荒川所長に趣意書を手交 本部キャラバン隊

妙高市　市川副市長に趣意書を手交 上越市　野口副市長に趣意書を手交
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　引込線事業委員会では、９月13日、第１回安
全大会を新潟市のANAクラウンプラザホテル
新潟で開催した。 
　大会を通じ安全について再確認し、「無事故・
無災害・ゼロ疾病」を継続することを目的に、
第１回の開催の運びとなった。参加者は、引込
線会社社員（12社）並びに代表者・本部役員・事
業委員会関連・東北電力（株）様、全体で90名
の参加となった。

　開会にさきがけ、インストラクター（各支部
選出）14名が大会旗を先頭に行進し、理事長に
大会旗を手渡し、その後スローガンの唱和をお
こない「一人ひとりの心掛け　つながれ　広が
れ　安全・健康・快適職場！　ヨシ！」、横田大
会委員長の開会宣言で幕をあげた。
　小林理事長挨拶の後、東北電力（株）大塚副
支店長よりご来賓ご挨拶を頂いた。

　第一部の事例発表は、まず始めに横田大会委
員長より、引込線事業について発足から現在ま
での経過並びに活動報告が行われた。
　その後、県本部インストラクター部会のメン
バーによる「TBM-KY」の実演が行われた。
このインストラクターは、要件を満たした方が
支部から選出され、かつ組合で主催した「イン
ストラクターのためのＫＹＴ」２日間の指導者
教育を受講している。修了の証として新潟県電
気工事工業組合より「認定証」が交付され、県
下での引込線工事に関する指導を許可されてい
る。

　引き続き、引込線会社を代表して新潟引込線
工事（株）より、「私達の安全活動」と題して
発表が行われた。

　最後に、引込線会社連絡協議会の荻荘会長よ
り「安全の誓い」の宣言があり１部を終了した。

　第二部は、中央労働災害防止協会ゼロ災推進
センター　取違講師より、「安全先取りの職場
風土づくりをめざして～誤りは人の常　安全は
組織の知恵～」と題し、記念講演が行われた。
　「安全管理は、作業者だけに問題解決を押し
つけるのではなく、会社のトップ、管理者が先
頭に立って解決する姿勢・仕組みが必要であ
る。だから安全は組織の知恵である。」という
内容で、非常に有意義な講演となった。

第１回安全大会を開催
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平成24年度

電気保安功労者表彰

　８月22日（水）午前10時より、仙台市ホテル

白萩において、経済産業省　関東東北産業保安

監督部東北支部長の出席のもと「平成24年度電

気保安功労者表彰式」が挙行され、電気保安の

確保に顕著な功績のあった事業場及び個人を表

彰した。

　当工組より、個人の部の電気工事士の部で安

田電気工事株式会社　下條登氏が永年にわたり

電気保安の確保に顕著な功績があったとして表

彰された。

▼電気安全東北委員会委員長表彰

― 個人の部の電気工事士の部 ―

　安田電気工事　株式会社

　　代表取締役

　　　下條　　登　氏

 （新発田支部）

平成24年度

建災防表彰

　７月19日午後１時より、新潟ユニゾンプラザ

において、第47回新潟県建設業労働災害防止大

会が開催され、席上表彰式が挙行された。

　当工組より、優良事業場の部で株式会社新日

興業、個人功績の部で和田功一氏が各々永年に

わたり事業場等の労働安全確保に顕著な功績が

あったとして表彰された。

　また、職長の部で皆川政和氏が永年にわたり

事業場の安全衛生の向上に顕著な功績があった

として表彰された。

◇優良事業場賞

　株式会社　新日興業

　　代表取締役

金子　正勝　氏

 （佐渡支部）

◇個人功績賞

　株式会社　魚沼電子

　　参　事

 和田　功一　氏

 （小千谷支部）

◇職長賞

　株式会社　坂電工業

　　工事主任

 皆川　政和　氏

 （新津支部）

10月は、 受信環境クリーン月間 です。

信越受信環境クリーン協議会では、テレビやラジオをきれいな画面や音声でお楽しみいただけるよ

う受信障害に関するご相談を受け付けています。

テレビやラジオの受信障害でお困りの方は、お気軽にお問い合わせください。

　＜問合せ先＞

　　　信越受信環境クリーン協議会　事務局　　TEL 026－234－9991　FAX 026－234－9999
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平成24年度電気使用安全月間における新潟支部独自の活動

第６回夏休み自由研究

電気使用安全の啓蒙と電気への興味の掘り起こし

　去る８月21日に、新潟支部は、総務委員会と

青年部の主導で、小学生の親子を対象に、電気

安全使用の啓蒙と電気への興味を掘り起こすた

めに、平成19年から実施している【夏休み自由

研究】を、新潟市中央区の電気工事会館４階会

議室で、実施致しました。

　今年で６年目になる新潟支部企画の行事です

が、目玉は何と言っても、参加した小学生を中

心に行われる工作です。これは、新潟支部で、

様々な理科教材の中から、電気に関連する物を

選定したものです。今までは、手回し発電機、

くるくるモーター、炭やコインの電池製作等を

行って来ました。

　今年は、電磁石の製作からモーターそしてそ

れを利用したリモコンロボットを作りました。

工作の開始は、青年部からの説明を受け、様々

な部品を間違いなく組み立てていきます。一つ

でも部品を間違うと動きません。参加者の目

は、真剣そのものでした。

　自分の手で作って完成させるという事は、間

違いなく作り上げた喜びは無論、動き出した瞬

間は何ものにも代え難い達成感があります。そ

して、自ら作った物で遊べ、与えられた物では

なく、それが電気で動くと言う、技術的作業を

体感でき、一つの自信にもなります。

　又、親御さんにとっても、子供と一緒に一つ

の物を作り上げ、帰宅しても同じ話題を共有で

きるきっかけ作りにもなっています。

　この行事は、参加費が無料であることが何よ

りも魅力で、新潟支部へ直接来訪して申し込ま

れる家族もおり、抽選で参加者を決めるまでに

なりました。

　工作を始める前に、東北電力㈱新潟営業所の

渡辺和光さんに「でんじろう先生」になって頂

き、発電所から家庭に電気が届くまでをクイズ

形式で説明をしてもらい、電気安全と節電も加

味して幅広い電気に関連する知識や話題で、盛

り沢山の内容の時間を皆さんで楽しみました。

　最後に、子供達からの元気な声での感謝の言

葉で、準備してきたスタッフが癒されました。

新 潟 支 部

完成したロボットで遊ぶ親子

説明を真剣に聞く参加者
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　今年も佐渡を代表する大イベントのひとつで

ある、第24回2012年「佐渡国際トライアスロン

大会」が９月２日に開催されました。

　佐渡支部も第１回大会から24年間にわたり、

大会メイン会場の照明設備工事をお手伝いして

参りました。工事に携わる組合員さんの人数

は、毎年取り付け取外し工事で50人工以上もの

大きな工事であり、佐渡島内のためにと、組合

員一丸となって毎年頑張って協力しています。

　昨年は民放のテレビでも取り上げられ、多く

の芸能人の参加となり例年以上に盛り上がった

年となりました。

　今年の参加人数は約2,000人となり、全国から

の参加者が集い島内中が賑わいました。

　距離やコース設定により、３つの部門が設け

られています。

　その中のＡタイプは、国内最長距離のレース

となります。スイムコースは1.9㎞を２周回る

コースとなっています。バイクコースは佐渡を

一周する190㎞となり、とても魅力的なコース

となっています。途中には高低差140ｍ、最大

斜度11％にもなる坂もあり、とても過酷なコー

スとなり選手を苦しめています。最後のラン

コースでは、各ポイントごとに制限時間を設け

た42.2㎞のコースとなっています。

　是非島外の組合員の皆様も一度来て、この素

晴らしい大イベントに参加して下さい。お待ち

しています。　　

　今年、佐渡では36年ぶりに自然界で放鳥され

た朱鷺に、ひなが誕生しました。５月には無事

巣立ちをし、朱鷺一色となり島内が活気づきま

した。この先も朱鷺と共存できる佐渡ヶ島を目

指し、願っています。

佐 渡 支 部

平成24年度　佐渡国際トライアスロン大会
メイン会場照明取り付け工事

ゴール!!

新潟営業所
〒950-0822　新潟市東区新岡山 2丁目 1番 14 号
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　第１部記念式典（14時30分～15時15分）の司

会は、BSN水曜見ナイトでもお馴染みのフリー

アナウンサーの伊勢みずほさん。楠貞雄大会実

行委員長の開会宣言ののち、各13支部青年部か

ら持ち寄った映像を交えたオープニング映像が

上映されました。

　続いて、品田史夫会長式辞（別掲）ののち、

御来賓を代表して、新潟県産業労働観光部長 池

田 幸博 様（新潟県産業労働観光部長代理・新潟

県産業労働観光部 副部長 名古屋祐三様 代

読）、全日本電気工事業工業組合連合会 会長 米

沢 寛 様（全日本電気工事業工業組合連合会会

長代理 副会長・東北七県電気工事組合連合会 理

事長 山野國廣様 代読）、東北電力株式会社新潟

支店 副支店長 お客さま本部長 大塚 吉則 様、

新潟県電気工事工業組合 小林功理事長より御祝

辞を頂戴いたしました。

　続いて、来賓紹介、祝電披露ののち、青年部

歴代会長への感謝状授与（20周年以降の会長）

が執り行われ、品田会長より、斎藤賢第７代会

長、富山洋第８代会長、小越隆第９代会長、水

嶋光彦第10代会長に感謝状と記念品が贈呈され

たのち、歴代会長を代表して斎藤賢第７代会長

より謝辞が述べられました。

県 青 年 部

創立30周年記念大会を開催！
大会スローガン

共創して輝く新潟！～新潟の「電気」は東北の「元気」～

　新潟県電気工事工業組合青年部（品田史夫会長）の創立30周年記念大会が、９月７日、新潟

グランドホテルにおいて、御来賓、青年部会員他240余名が参加し盛大に開催されました。

記念式典

楠貞雄大会実行委員長開会宣言

品田史夫会長式辞

歴代会長感謝状授与
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　続いて、決意表明に移り、青年部を代表して

長岡支部青年部の齊藤卓也氏、魚沼支部青年部

の高橋隆幸氏より「我々、青年部は新たな発想

と行動力で、電気業界をリードする責任ある世

代である。まずは新潟から。13支部青年部それ

ぞれの責任と活躍は各地域において電気業界の

活力となり、さらに新潟県全体、そして東北の

活力となる。この志を胸に、我々は全力で邁進

する。」と元気よく決意表明が行われ、会場内

から大きな声援が送られるなか第１部記念式典

は終了しました。

　続いて行われた第２部記念事業「青年部活動

の起点！新潟県13支部活動プレゼンテーショ

ン」（15時30分～17時）は、星野泰助副会長の

司会でスタートし、13支部青年部による活動紹

介やPRのプレゼンテーションが行われまし

た。発表内容は各支部の自由で、発表時間は４

分間。笑いあり、地域性ありと、各支部による

映像、プレゼンソフトや寸劇での趣向を凝らし

たオリジナリティー溢れる発表が続きました。 

　13支部によるプレゼン終了後、全日本電気工

事業工業組合連合会全国青年部協議会 会長 越

智 公音 様より講評が行われたのち、御来賓の

皆様による審査も行われ、13支部の中で一番内

容が良かった支部への投票が行われました。

　続いて、会場を移して行われた第３部記念

パーティー（17時30分～19時30分）の司会は伊

勢みずほさんと久保田一副会長。二人の掛け合

いによる和やかな雰囲気のなかパーティーはス

タートし、はじめに品田会長より主催者挨拶。

　挨拶の途中で、突然会場内に女性の悲鳴が響

き渡り、照明もダウン。会場内がざわめき始め

ると、会場後方からショッタリアン帝国のツ

ターンカメムシ、ザリガニータ、モゾコキムシ

が登場。大会プログラムに記載されていない

シークレットアトラクション「超耕21ガッター

ショー」が始まりました。 ツターンカメムシが

会場内の御来賓や司会の伊勢みずほさんに

ちょっかいを出すなか、主役の超耕21ガッター

がステージに登場。途中、ガッターがピンチに

陥ると「流れ笹次郎」も加勢し、テレビでも放

送された新潟ご当地ヒーローの突然の登場に会

場内は大いに沸き立ちました。

　アトラクション終了後、東北七県電気工事組

合連合会青年部 相談役 會津 圭一郎 様の乾杯で

祝宴が始まり、続いて、第２部記念事業プレゼ

ンテーションの表彰式が執り行われました。

　審査員による投票の結果、最優秀賞に三条支

部青年部、優秀賞に新津支部青年部、特別賞に

十日町支部青年部がそれぞれ輝き、受賞３支部

には賞状と各13支部から持ち寄ったご当地景品

が授与されました。 

　その後、終始和やかな雰囲気のなか歓談の時

を過ごし、最後に、齊藤源会計の中締めで記念

パーティーは終宴し、一連の創立30周年記念大

会は盛会のうちに終了しました。

決意表明

13支部青年部によるプレゼン発表

超耕21ガッターアトラクション
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【別掲　品田史夫会長式辞】
　新潟県電気工事工業組合青年部創立30周年記

念大会開会にあたり、一言ご挨拶を申し上げま

す。

　本日は、大変ご多用のなか、新潟県産業労働

観光部長代理・新潟県産業労働観光部 副部長 名

古屋祐三様、全日本電気工事業工業組合連合会

会長代理 副会長・東北七県電気工事組合連合会 

理事長 山野國廣様、日頃私共が大変お世話に

なっております東北電力㈱新潟支店の皆様、新

潟県電気工事工業組合親会関連団体の皆様、親

会役員の皆様、東北七県電気工事組合連合会青

年部の皆様、そしてご協賛を賜りました新潟県

電設資材卸業協同組合様、新潟県配電盤工業協

同組合様、そしてメーカー各社の皆様、多数の

御来賓の皆様方より御臨席を賜りましたことに

青年部を代表いたしまして、心より深く御礼申

し上げます。

　当青年部は、昭和56年の設立以来、30年の長

きに亘り諸先輩方から受け継いだ伝統をしっか

りと守りつつ、その時代時代、形を変えながら

今日に至りました。国内外の情勢が混迷を極め

るなか、当青年部が見据えるものは、電気工事

業界の未来です。北は村上から南は上越まで、

青年部有志263名は電気工事業界の未来を見据

え行動します。

　大会スローガンの『共創して輝く新潟！～新

潟の「電気」は東北の「元気」～』にもあるよ

うに、ここ新潟から東北各県へ、更には全国に

電気工事業の『元気』を発信します。

　最後になりますが、当青年部にはスローガン

があります。『楽しんでいこー新潟県青年部！』

です。本大会に御臨席の皆様が最後まで楽しん

でいただきますよう祈念申し上げ、開会の挨拶

とさせていただきます。

プレゼン最優秀賞の三条支部青年部

■会津碍子㈱
■アイホン㈱ 北関東支店 新潟営業所
■アオキ電機㈱
■磯部電機工業㈱
■㈱井上製作所
■岩崎電気㈱ 信越営業所
■エイチツー・エンジニアリング㈱
■エナジーサポート㈱
　電材事業部 営業部 東京営業所
■㈱遠藤照明 新潟営業所
■遠藤電機㈱
■大阪ヒューズ㈱ 仙台支店
■岡田電気産業㈱ 新潟営業所
■オリックス自動車㈱　
　リース営業本部 北関東・信越営業部 新潟支店
■かがつう㈱
■北日本電材㈱
■北日本電線㈱ 新潟支社
■久住電気㈱
■久保誠電気興業㈱
■光昭㈱ 北陸営業所
■㈱コロナ 新潟支店
■㈱ジェスクホリウチ 新潟支店
■昭和電機産業㈱ 新潟支店
■㈲シンクエンジニアリング
■㈱大創
■大和電機産業㈱
■ＤＸアンテナ㈱ 新潟営業所

■東芝電材マーケティング㈱
　東日本営業統括部 新潟支店
■東芝保険サービス㈱ 首都圏営業部 新潟営業所
■東芝ライテック㈱ 関信越電材営業部 新潟営業所
■東北七県電気工事業厚生年金基金
■㈱富井工業所
■㈱中北電機
■㈱新潟グランドホテル
■新潟県電設資材卸業協同組合
■新潟県配電盤工業協同組合
■㈱新潟東新電機
■新潟ミツワ電機㈱
■㈱ニチフ 東部営業本部
■日本安全産業㈱ 東北支店
■日本興亜損害保険㈱ 新潟支店
■㈱日本ネットワークサポート 東日本本部
■バクマ工業㈱
■パナソニック㈱エコソリューションズ社
　関東電材営業部 新潟電材営業所
■萬代電業㈱
■日置電機㈱
■船山㈱ 新潟支店
■㈱北陸電機商会 新潟営業所
■マスプロ電工㈱ 新潟営業所
■丸新電機照明㈱
■三浦電機㈱
■三菱電機住環境システムズ㈱ 東京支社 新潟支店
■未来工業㈱ 新潟支店
■㈱ヨシダ電機

新潟県電気工事工業組合青年部
創立30周年記念事業協賛団体一覧（53団体／企業） （敬称略）
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　柏崎支部青年部は発足時より、組合員の知識

及び技術の向上を目的といたしまして、青年部

会員を主として教養研修会を実施しています。

　今回は、８月31日にワークプラザ柏崎におい

て親会経営委員会主催・青年部共催で教養研修

会を開催し、パナソニック㈱エコソリューショ

ンズ社の方を講師としてお招きして、『スマー

トグリッド』をテーマにこれからの住宅・電気

の未来について研修いたしました。

　最近ではテレビなどでも注目を集めています

のでよく耳にする『スマートグリッド』です

が、「Smart Grid」・・・賢い送電網という意味

で、最新のIT技術を活用して電力供給・需要に

係る課題に対する次世代電力系統のことを言い

ます。

　各家庭では、太陽光パネル・蓄電池・EV充電

設備などを設け、従来の電力会社から各ご家庭

へと一方的なシステムでなく、各ご家庭での発

電・電力会社への売電、そしていずれはスマー

トメーターを設け電力会社と契約者の間で電力

の使用状況などを双方向でやり取りし、情報の

収集や省エネ支援を行いながら効率よく電気を

使っていくシステムに変わっていくということ

です。各ご家庭では『見える化』と称して電気

の使用状況等を把握し、より効率よく電気を使

用していくこととなります。我々電気工事業界

にとっても大きな課題であり意識をもって取り

組み、これからの省エネの時代を築いていきた

いところです。

　この度は日頃なかなか詳しく勉強することの

できない課題について研修できまして、大変有

意義な研修会をさせていただきました。研修会

終了後、青年部納涼会を兼ねた懇親会を講師の

方も交え開催し、こちらの方もかなり有意義な

ものとなりました。今後も活動を継続していく

と共に、まずは柏崎支部青年部が出来ることか

ら、これからの明るい未来に少しでもお役に立

てるよう取り組んでいきたいと思います。

柏崎支部青年部

『スマートグリッド』をテーマに教養研修会を開催
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　去る６月16日（土）、上越支部会館を会場と

し「電気フェスタ2012」が行われました。実行

委員会のもと、我々青年部も各担当にわかれ設

営および実行に携わりました。当日、心配され

た天候の方にも恵まれ、無事終える事が出来ま

した。

　企画としては初めての試みで手探りで行った

部分も多かったので、そこは反省点として残り

ますが、結果としては成功の部類に入るのでは

ないかと感じました。

　また青年部が担当した軽食コーナー・キッズ

コーナーなどでは普段では見られないような会

員達の姿、また、隠された実力などを見る事が

出来たのは、なかなかに感慨深いものがありま

した。

　この様な電気の事を含めた企画を通じて、少

しずつでも地元上越の発展に貢献していければ

と考えさせられた一日でした。

上越支部青年部

電気フェスタ2012開催

　魚沼支部青年部は、年に３回、会員交流会を

開催しています。今回は８月29日に、暑気払い

と９月に開催されました県青年部の創立30周年

記念大会の打合せを兼ねて開催しました。

　会長から、今年６月に新発田で開催された青

年部支部間交流親善ソフトボール大会での準優

勝の報告があり、来年も参加して良い成績を残

すということなので、次回開催地の燕支部青年

部の皆さんよろしくお願いします。

　久しぶりに集まったので、仕事のこと、プラ

イベートのこと、色々なことで盛り上がり、

あっという間に時間が過ぎていきました。

　創立30周年記念大会の打合せは、当日の集合

時間と集合場所の確認等色々な意見を出し合

い、創立30周年記念大会の成功を祈念しながら

閉会しました。

　その後も会場を移し会員同士大いに交流を深

めました事をご報告し、魚沼支部青年部の活動

報告とさせていただきます。

魚沼支部青年部

会員交流会の開催
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●消防設備士試験（２月分）

試 験 日 平成25年２月23日（土）

受付期間　電子申請 平成25年１月４日（金）～１月20日（日）

　　　　　書面申請 平成25年１月７日（月）～１月23日（水）

試験種類 甲種第１～５類・乙種第１～７類

受 験 地 新潟・長岡・上越

●危険物取扱者試験（３月分）

試 験 日 平成25年３月９日（土）

受付期間　電子申請 平成25年１月12日（土）～１月27日（日）

　　　　　書面申請 平成25年１月15日（火）～１月30日（水）

試験種類 甲種・乙種第１～６類・丙種

受 験 地 新潟・長岡・上越

（財）消防試験研究センター　新潟県支部

　※受験願書、免状の書換え申請書は、支部及び県内の消防署で配布しています。

　※年間の日程等については、下記にお問い合わせ下さい。 

〒950-0965　新潟市中央区新光町10－３　技術士センタービルⅡ　７階703号

　　　　　　ＴＥＬ　025－285－7774　ＦＡＸ　025－211－7011  　http://www.shoubo-shiken.or.jp

組 合 員 の 変 更
平成24年６月～平成24年９月

支　部 事　 業　 所 変更箇所 変　 更　 前 変　 更　 後

新潟 ㈲大東電機 代 表 者 齋藤　勝弥 齋藤　隆宏

新津 ㈱八重電業社

五泉営業所

代 表 者 新田見　昭 五十嵐　晃

Ｔ Ｅ Ｌ 0250-42-3162 0250-42-3161

Ｆ Ａ Ｘ 0250-42-3162 0250-42-3161

三条 ㈱大方電機 商 号 ㈲大方電機商会 ㈱大方電機

長岡 大京電機㈱ 代 表 者 加藤　榮一 加藤　恵介

引込電設工業㈱ 住 所 〒940-0871

長岡市北陽２丁目14－23

〒940-0023

長岡市新町２丁目4－13　倉澤ビル１階

Ｔ Ｅ Ｌ 0258-22-6511 0258-94-4303

Ｆ Ａ Ｘ 0258-25-1866 0258-33-1241

小越電気㈱ 代 表 者 小越　清志 小越　　隆

※　県本部宛変更届提出分について掲載しております。
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～団体傷害保険　年度更新～～団体傷害保険　年度更新～平成24年度

次のような場合に保険金をお支払いします。

仕事中の事故によってケガを
して入院、手術をした。

スポーツ中にケガをして
通院した。

料理中にヤケドをして通院した。

新潟県電気工事工業組合
組合員、組合員の役員、従業員の皆様へ

＜お申込み例＞　 １名あたり　年間保険料：5,000円
　　◎死亡・後遺障害保険金額：116.7万円　　◎入院日額：1,500円　　◎通院日額：1,000円

※団体傷害保険が更新をむかえます。
　平成24年11月９日までに、所属支部へお申し込みください。

◇保険加入のご案内◇
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編集発行：新潟県電気工事工業組合

　　　　　〒 951-8068

　　　　　新潟市中央区上大川前通６番町1203番地

　　　　　＜管理部門＞　TEL　025（229）4101

　　　　　＜資材部門＞　TEL　025（229）1586

印　　刷：株式会社　大創
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無理ない節電で電気を大切に…
ひとりひとりの努力が

大きな『ちから』となります

新潟県電気工事工業組合

節電!


